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第３章　建学の理念-後編-
　　　　C.S.ロングと現代　

　1881年、長崎東山手の地にカブリー英和学校が
創設された。創立者は右写真のC.S.ロング博士で
ある。その後、鎮西学館、また鎮西学院と改名し

てぜま

東山手で発展した。土地は手狭となり、1930年に
うらかみ たけのくぼ げんばくひばく

浦上の竹之久保に新築移転した。ここで原爆被爆により壊滅的な打
撃をうけて諫早に移転した。間もなく鎮西学院創立130周年を迎えよ

こんにち

うとしている今日、C.S.ロングの現代的意味について改めて考えてみ
ようと思う。

キーワード　
わたしにとっての鎮西学院　C.S.ロングの時代　歴代校長・院長

ちょうちょうふじん

歌劇蝶々夫人　竹之久保時代　戦時大戦下の学院　原爆投下　鎮西学院の復興
諫早時代　ウイルキンス牧師　ワークキャンプ　　諫早大水害　創立80周年
中学校の閉鎖と短期大学の設立　　ロング博士の子孫　長崎ウエスレヤン大学
開学
　
わたしにとっての鎮西学院　
　

おとなしがわ

　わたしは島原の白土湖から流れる音無川のそばの教会で生まれた。
父は沖縄で牧師をしていたが、戦争が激しくなって疎開し、島原教会

うれしの

の牧師をしていた。そのあと嬉野国立病院で数年をすごした。そのこ
ちばたねお

ろ千葉胤雄院長が亡くなられたとのことであった。福岡県の炭鉱町飯
塚市で小学３年から高校１年まで８年間を過ごした。ところが、父が

きゅうきょ

沖縄に宣教師として赴任することになった。わたしは急遽、兄がお世
話になった鎮西学院高等学校に転校することになった。兄は休みにな
ると農場でつくられた「鎮西バター」をお土産にもって帰り、学校の
話をしてくれた。「鎮西の水道から牛乳が出る」とか、学校に牛がいる
とか豚や鶏もいるとか、作業の時間があって草刈をするとか、彼の友
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達の話をしてくれた。そこにわたしが転校するなどと思ってもいな
かったが、鎮西に転校して、いったいどの水道から牛乳が出るのかと
思ったものである。もちろん水道から、牛乳は出たりはしない。ひょっ
としたら牧舎の搾乳機の施設のことを言ったのかもしれない。そうし
た話が本当らしく思える学校だったということなのだろう。当時７万
坪という敷地は広大で、牛、豚、鶏などが飼われ、牧場管理ができる
宣教師ジョイス先生がいて、英
会話を教えていた。
　話によると鎮西学院は長崎で
原爆を受け、廃校の運命にあっ
たが諫早で復興したとのことで
あった。同窓の支援があり、鎮
西を愛するアメリカの人たちの
助けがあり、なによりも神様から与えられた教育使命を失わなかった
ところに、鎮西精神はよみがえったと考えられる。
　とりわけ、諫早の地で再出発をするにあたり、その時はご自身も被

af@q,6

爆して、原爆症で亡くなられた千葉胤雄院長が学院の将来計画を示し、
牧場を経営して学生たちを実学で教育するということであった。三菱
の中井原ゴルフ場跡地を得て、学校再建に取りかかったのである。千
葉院長はアメリカでのながい留学経験を通して、広い心の教育を見聞
されたのだと思う。わたしは鎮西でこのような話を聞いて、これまで
に経験したことのないゆったりした気分を覚えた。授業には作業の時
間があり、牧草を刈り取ったり、お茶の季節にはお茶つみをする。つ
ぎの授業の先生が教室で待っているが生徒は教室に戻ってこない。そ
ういう雰囲気があった。父の転勤により、わたしは人生を折られたよ
うな、つらい思いをした。それと引き換えに、ここに広がる世界はまっ
たく新しい別世界と思われた。高校を卒業する頃になって、進路を決
めかねていた時、鮫島盛隆先生が関西学院神学部を受験したらどうで
しょうかと勧めてくださった。神学を勉強し、その後福岡で教会の牧
師をしたあと、鎮西学院に帰り、ウエスレヤン大学に奉職することと

鎮西学院・校舎と牧場　1960年頃
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なった。
　いま、わたしは鎮西とのかかわりが人生に何をもたらしたかざっと
のべた。これから鎮西学院の創設から今日まで、東山手時代、竹之久
保時代、諫早時代、そして短期大学、長崎ウエスレヤン大学に流れて
いるものをたどって見ようと思う。

C.S.ロングの時代

　C.S.ロング（Caroll Summerfield Long）は、1880年の４月４日、結
婚したばかりの妻フローラと一緒に、サンフランシスコからガエリッ
ク号に乗り、横浜を経て長崎に着いた。すでに一年前、同じメソジス
ト派の婦人宣教部から派遣されたラッセルとギール両宣教師が活水学
院を始めていた。ロング博士は男子のための学校を創設することに
なったのである。
　C.S.ロングが長崎に着任した時代がどんな時代であったのか、すこ
しのべておきたい。
　1854年に日米和親条約が締結され、16年が経っていた。その間、キ
リスト教宣教師のグループが次々に来日していた。1859年には米国聖
公会の宣教師としてリギンスが、おなじく米国聖公会のウィリアムス
が、そして後に上京して東京大学の前身「開成所」の教頭となった、改
革派のフルベッキがいた。彼らは、鎖国から開放された近代日本の建
設に貢献した大隈重信、岩倉具視、伊藤博文、副島種臣、後藤象次郎、
江藤新平など、明治の元勲となった人たちを門下生とした。これらの
有力な宣教師につづいて、プロテスタントの各派がつづいた。
　聖公会は出島教会を建て、聖アンデレ神学校で聖職者の養成をはじ
めた。フルベッキのあとをスタウト夫妻がついで、長崎洋学校の教授
となった。明治７年には梅香崎に教会堂を建て、梅香崎女学校を設立
した。現在下関にある梅光学院の前身である。スタウトは明治15年に、
東山学院神学部をつくったが、これは明治30年に明治学院に合併され
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た。活水学院、十人女学校など、東山手はミッションスクールのラッ
シュの時を迎えていた。
　こうした先駆者たちにやや遅れて、メソジスト教会は最初の宣教師
を派遣した。C.S.ロングは、このメソジストのミッション(使命)をお
びて長崎に着いたのである。
　当時のメソジスト派のミッションについて、次のような記録がある。
　1872年(明治5年)、米国メソジスト監督教会は日本宣教部を開設し、25,000
ドルを日本宣教に充当することを決議した。当時、中国で宣教活動をしていた
マクレイを日本宣教の責任者として任命し、日本宣教部第一回会議で、東京地
区にジュリアス・ソーパー、函館にメリマン・ハリス、長崎にジョン・デヴィ
ソンを任命した。このときマクレイは「日本人は完全に西欧文明を受容するこ
とを決断した」ゆえに「近代教育こそ日本宣教の鍵である」という明確な認識
をもって、中国におけるミッションとはまったくことなるアプローチを試み
た。　(山内一郎、「キャラハン邸物語」保坂康夫著、三修社、まえがき)　

　かつて鎮西学院の関係者たちは、創立者の名前がC.S.ロングである
ことは知っていたが、その人がどんな人か、長いあいだ不明であった。
長崎県政90周年式典の際、県政功労者の一人にC.S.ロング博士の名

さめじまもりたか

があげられ記念品が鎮西学院に届けられた。鮫島盛隆院長は、この記
念品をむなしく院長室に保管していたという。
　ところが、1965年のある日ロング博士の孫にあた
るミセス・タイラーから祖父ロングの長崎滞在中の

ばっすい

日記と書簡の抜粋がタイプライターで書き写されて
送られてきたのである。このことにより、本学院と
C.S.ロング博士ゆかりの地テネシー・ウエスレヤン
大学との交流がはじまり姉妹校提携が結ばれた。
C.S.ロング博士の隠された精神はこうして復興する
ことになったのである。すこしながくなるが、孫に
あたるミセス・タイラーから送られた　C.S.ロング博士の略歴を記そ
う。

C.S.ロング日本宣教記
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　ロング博士の略歴　　　 令孫 ミセス・タイラーによる　

　Ｃ・Ｓ・ロングは、1850年に生まれた。東テネシー・ウエスレヤン
大学を卒業後牧師となった。その後ノースカロライナ州のアッセビル
にある教会に任命を受け、同時に、キャンドラー・カレッジの学長を
兼任することになった。しかし、以前から外国伝道の事業に召命を感
じていた彼は、メソジスト教会の外国宣教局により、日本へ派遣され
ることになった。彼はフロラ・アイ・スミスと結婚し、1880年2月28
日、サンフランシスコから、ガエリック号で船出し、同年4月4日、長
崎に到着した。
　彼らが米国を出発する時、彼の母校、東テネシー・ウエスレヤン大
学で送別の会が行われた際、元学長夫人ネルソン・カブリー氏が２ド
ルの銀貨を日本の青年の教育のためにささげた。
この献金を元に集められた資金をもって加伯
利英和学校（Cobleigh Seminary）が建設された。
カブリー・セミナリーの建物は、1881年に落
成しその10月 23日を鎮西学院創立記念日と
定めている。

　ロング師はこの学校で教師をし、また出島にあった教会で説教をすると共
に、熊本、鹿児島、福岡等の九州各地を伝道した。・・・ロング博士は愛する
学生たちに口ぐせのように「クリスチャンジェントルメンとなれ」と語ってい
た。彼はオックスフォードの学生たちが強調した「聖霊による聖化」を信じ、
日本の青年たちが「品性の高潔な」かつ「信仰あるジェントルメン」となるこ
とを祈り、このことにその情熱を傾けたのである。1885年、最初の休暇で５年
ぶりにアメリカに帰った。この期間に、彼は、古代ギリシャ哲学の研究を完成
し、その試験に合格して、1886年哲学博士の学位を受けた。1887年11月、彼
らは再び日本に帰って来たが、前任地の長崎でなく、名古屋教区に任命を受け
たのであった。・・・しかし、ロング夫人の健康がそこなわれ、医者から、日
本にとどまっていては危険であると言われるほどに悪化した。そこで博士は滞
日３年足らずで帰国することになった。彼は３たび日本に帰る計画を立ててい

カブリー英和学校
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た。テネシー州に到着後、彼は休む間もなく伝道に従事することとなり、ノー
スカロライナ州アッセビルから余り遠くないところにある小さな教会で病気に
かかり、わずか10日の後にはその教会で亡くなってしまった。それは1890年
9月4日のことであり、その時、40歳であった。彼の病気は、日本にいるあい
だにかかっていたマラリヤが進行し、それの複雑化したチブス熱であった。

　C.S.ロングが長崎に滞在した期間はわずか５年に過ぎない。５年の
中でも、鎮西学院の前身カブリー英和学校の校長職にあったのは２年
間に過ぎず、あとの３年間は、九州全域を含む教会の責任者として伝
道に多忙であったようである。この短期間に学院の基礎を築き、わず
か40歳の人生を終え、長いあいだその詳細が知られなかったことは驚
異である。それ以上に80年の時を経て忽然と知られるようになったこ

おのれ

とも驚異である。ここには己を無にしてキリストのみを伝えようとす
るメソジスト宣教師の生きかたを見る思いがする。

第１代校長　C.S.ロング (1881-1882)

　ロング夫人は、アメリカを発つとき最初にカブリー夫人が献げた２
ドルにつづいて、学校設立の資金が添えられたことを喜び、早春の輝
く日光とつつじの花咲くやわらかい空気の長崎に着いた。生徒の中に
は英語を学ぶのが唯一の目的であった者もいく人かあったが、大部分
は進んでキリスト教を研究し崇高な教えを学ぶようになり、開校２年
後、学生は25名になった。

第２代校長、　W.キチン (1882-1885)

　1882年から1885年まで鎮西学院院長。離日後、1889年から1891年
までボストン大学、ヴァーモンド大学で教え、19OO年から独自で旅行
代理業を経営し、19O9年から一般雑誌及び宗教雑誌のジャーナリスト
として働く。メソジスト監督教会の熱心な会員であり日曜学校校長を
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いとこ

した。メソジスト監督教会宣教師ジョンC.デヴィソンの従兄弟。

第３代校長　　C.ビショップ (1885-1886)

  メソジスト監督教会日本ミッション形成の最初の半世紀の中で最も
重要な人物の一人。東京のみならず、南は長崎、北は札幌と活動し、教
育及び伝道活動において重要な役割を果たした。在日中の殆どの期間、
青山学院の理事を務めた。鎮西学院において1885年から86年まで院
長、1886年から89年まで神学科長、1887年から89年まで実業科長。
1891年から95年までミッションの出版部長、長年にわたりミッション
の会計をした、政治情勢により1941年にやむなく米国に帰国した。

第４代校長　　D.S.スペンサー (1886-1892)　

　神学科、本科、予科の３部とした。各科ともに３年の修学年限とし
さぶろう

た。遠山参良等７名が第一回卒業生となった。遠山氏は、明治20年、
夏目漱石の指名で後をついで熊本の第五高等学校の教授となった。ス
ペンサーは50年の滞日中、鎮西で6年間校長をしたあと、日本メソジ
スト教会名古屋部長、東京部長、教文館主任をつとめた。

第５代館長　　I.H.コレル (1892-1893)　

　ペンシルヴァニア年会の牧師。メソジスト監督教会による最初の日
本派遣宣教師の一人。1874年から1881年まで初代の横浜教区長老司を
務め、青山学院の前身であるメソジスト・ミッション神学校の創立に
携わる。1891年から長崎の長老司、1892年から1893年まで鎮西学院の
校長を務める。長崎在任中、数回琉球諸島を訪れ、沖縄のメソジスト
教会を助ける。米国に帰国後、1899年12月に家族全員と共に監督教会
に入会、1901年に監督教会の宣教師として日本に戻り、奈良、津、東
京において務める。名誉神学博士。
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ちょうちょうふじん

歌劇　蝶々夫人　

　鎮西学館館長コレル夫人は生徒や父兄と親しく接
し、下町の市民のあわれな死の物語を聞き、感動を
覚えた。その話はこうであった。
　地中海の勤務を終えて長崎に立ち寄ったピンカー
トン中尉は長崎の17歳の娘と盛大な結婚式をした。

ちょう

それがお蝶さんであり、蝶々夫人である。ここに家
を借りて、２人の幸せな生活がはじまった。しばら
く生活を楽しんだ後ピンカートンは去っていった。蝶々夫人は生まれ
た子どもを育てながら夫の帰りを信じて待ちつづけていた。ところが、
ある日、港に入った船に金髪の婦人をつれたピンカートンがいた。夫
の帰りを信じていた蝶々夫人は、それが夫の妻であることを知らされ、
絶望のあまり、短刀を手にして自殺する。
　コレル夫人は、この話を弟のジョン・ルーサー・ロングにして聞か
せると弟は非常に感動してこれを「マダム・バタフライ」という題名
で小説にした。この小説が戯曲になりフィラデルフィアやニューヨー
クで上演された。公演が始まると、初演から圧倒的な人気を得た。ロ
ンドンでこの劇が上演された時、弟の友人で作曲家のプッチーニは大
変感動し、オペラにしたいと申出た。こうして歌劇「マダム・バタフ
ライ｣が完成したのである。オペラは今も世界中で歌いつがれている。

第６代館長　H.B.ジョンソン (1893-1894)

　鎮西学院院長、その後青山学院高等学部部長、1898年から1904年ま
で福岡教区の長老を務めた。離日後、西海岸とハワイの日本人に対す
るメソジスト監督教会の宣教活動を統轄し、カリフォルニア年会の代
表を２度務める。「新約聖書入門」「カリフォルニアにおける日本人差
別問題」の著者。種々の宗教定期刊行物への寄稿者。パシフィック大
学は1905年に名誉神学博士号を贈る。

「蝶々婦人」鎮西学院刊、1981
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第７代鎮西学館館長　E.R.フルカーソン (1894-1901)

　アーカンソー州、ネブラスカ州、アイオワ州においてメソジストの
牧師を経て、東京英和学校予科及びカレッジ部長、鎮西学館長を1894
年から1901年まで及び1902年から1906年まで歴任。1898年から2年
間、長崎の米国領事館において副領事を務める。1908年から1933年の
引退時まで、米国メソジスト監督教会海外宣教局現地機関代表を務め
る。1906年ネブラスカ州ウエスレヤン大学より法学博士号及び名誉神
学博士号を贈られた。14年間の在任中、教科内容の改善、煉瓦造2階
建校舎増築、高等科を高等学部とし、英語科教員や実業に着こうとす
るものに必要な教育をした。私立学校令による設立認可を得た。

第８代校長　H.B.シュワルツ (1901-1902)

　1900年来日し、鎮西学院神学科教授として赴任した。その後、鹿児
島と沖縄地区の宣教師となり、那覇教会と首里教会を支援した。沖縄
では当時のキリスト教界で神学博士号をもっていたのはシュワルツ宣

いはふゆう

教師だけであり、彼の影響を受けた伊波普猷は東京大学でまなび、後
に沖縄学を提唱した。鎮西学院から沖縄に渡った宣教師は、沖縄の人
たちに鎮西学院を紹介し、また米国留学の世話をし、文化の交流に多
大の貢献をした。

第９代校長、E.R.フルカーソン (1902-1906)　前出

ういちろう

第10代院長　笹森卯一郎 (1906-1911)

　久しく絶えていた神学生を新しく募集し、岩切与助、野原玄三、井
上太一郎、岡安慶輔、三村寅二郎、小林矩表、比嘉保彦、大林宗嗣、中
西貞雄、この学生が学院最後の神学部卒業生となった。創立25周年記
念を挙行した。明治41年中学部は徴兵令第13条により文部大臣の指
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定をうけ、学院の基礎がかたまった。生徒数305名。礼拝式制度を改
め信者の職員が交替で毎日第2校時の終わりに全員が校講堂にあつま

かんよう

り、30分の礼拝をまもり宗教心の涵養に努めた。学院に在籍した学生
全部に深い印象を残し生涯を指導する大きな力となった。この年、本
館を焼失した。

第11代院長　F.H.スミス (1911-1912)

　院長代理となり、生徒定員450名、授業料を1円80銭に改訂。卒業
生37名。長崎YMCAの夜間学校で教え、中国人の子供達のため日曜学

きょうべん

校を開き、大浦中学校でも教鞭をとった。191O年から年に1回、朝鮮
を訪問、同地在住の日本人のあいだでメソジスト監督教会の仕事を支
援、1914年からソウルに滞在して、朝鮮および満州在住の日本人に対

とうかつしゃ

する伝道の統轄者となる。1926年から1939年までアメリカ合衆国西海
とうかつしゃ

岸地域の日本人のあいだでメソジスト監督教会の統轄者、また1939年
から1946年まで太平洋岸日本人年会の統轄者をつとめる。ファイ・ぺ
一夕・カッパの受賞者。1920年ギャレット聖書神学校より名誉神学博
士号を贈られ、1926年には勲四等旭日章を受ける。彼の思い出の記録
が娘のポーリンによって1976年から1977年にかけてタイプされ、27
部が親族に配付された。

竹之久保時代

第12代院長　F.N.スコット (1912-1913)

　ハムリン大学、ドルー大学、シカゴ大学を卒業し、牧師生活の後、宣
教師として来日した。鎮西で東山手11番地敷地403坪、中小島運動場
2400坪購入するなど尽力した。ところが、東山手の勇壮な赤レンガの
校舎が火事により焼失した。これを契機に浦上竹之久保への移転を決
断した。総予算の3分の2にあたる10万ドルを同師が米国で募金し、
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うざき

笹森、鵜崎、川崎の３院長を助けた。在日36年の内、鎮西学院に奉仕
したのは28年である。氏の思い出の記に次のようにある。「鹿児島を
出発、馬車、船、汽車を利用して長崎に着いたのが明治40年5月14日
の朝、7時34分、折から道ノ尾公園で開催中の鎮西学院大運動会を見
物した。・・・笹森院長がスウエーデン旅行中、院長代行をした。ス
ミス院長の後任として職員一同の署名を付してスコット師に院長就任
の請願をしたが、これを辞退し、鵜崎氏を院長に迎え、自分は苦労の
多い会計担当者として働き続けることにした」。
　彼は宣教師宅を校舎の西側に定め、毎週1回、自宅で長崎高商、長
崎医大、長崎医専および鎮西中学上級生のためのバイブルクラスを開
き、熱心な学生、生徒への指導をした。卒業後に米国に留学した生徒
たちを世話し、昭和初期の経済不況の時、米国の教会に訴えて募金し
た。その特別奨学金は多くの生徒を援助した。昭和14年、戦争へ進む
状況のなか、学院を去り、帰国した。
  また東山手ウエスレー教会は「城山教会」となって学院礼拝室で日
曜礼拝を守っていたが、スコット宣教師帰国後の宣教師館を城山教会
の会堂として使用することになり学外に教会を移した。笹森卯一郎前
院長の長男笹森健一氏が牧師として就任した。なおスコット宣教師作
詞になる「鎮西ソング｣が残されている。

---------------------------------------------
Chinzei Song F.N.Scott 1935
We'll sing a song for Old Chinzei
A happy,lilting lay;
A song with a school-boy's chioce in it,
And as we sing we'll rejoice in it.
BANZAI FOR OLD CHINZEI.  (以下略)

---------------------------------------------
　戦後の話になるが、スコット宣教師が亡くなり、遺言により、遺産
の半分が鎮西学院に贈られた。この基金をもとにスコット記念チャペ
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ル建設の議が起こった。この基金を元に同窓会は募金をして、これに
あわせ、原爆の犠牲となった職員、生徒を記念する「ピースチャペル｣
を建設した。このチャペルで大学のチャペル・ピースアワーが行われ
ている。YMCAの活動の場ともなっている。

うざきこうごろう

第13代院長　　鵜崎庚五郎 (1913-1919)

　関西学院神学部卒業後、米国バンダビルト大学で研究、第３高等学
校教授、青山学院教授、その後鎮西学院院長として赴任した。生徒は
450名在籍した。
　創立35周年式典を行った。スコット宣教師は式辞で、「教育は建物
ではない、しかし最上の教育ができる建物をしその設備をなしたい」
と述べ、現海星高校の隣に校舎建築の計画を語った。平岩メソジスト
監督は祝辞で、「35年の長きにわたり、キリスト教主義を以って使命を
果たしているのは本学院のみである」と語った。また｢鎮西学院が霊の
教育を重んじ、最も良き時期にその使命を果たされつつある事は国家
の慶事である」とも述べた。遠山参良は「学校の能力は教員の数では
ない。卒業生の多いことでもない。神学、体育、能力にある。今後の
卒業生の能力がだめであれば学校はだめである。・・・将来において
じもく

耳目をおどろかすような貢献をなしうる人物が続出されんことを望む｣
と述べた。鵜崎氏は日本メソジスト教会監督に推挙され、教会監督と
なり、日本キリスト教連盟の創立、エルサレムでの世界宗教大
会に代表として参加した。

第14代院長　田川精一郎 (1919-1921)　

　大村生、鎮西学院高等部卒業、アズベリー大学文科、デボウ大学大
学院、帰国後鎮西学院教頭、院長 事務取扱、院長。　
　
第15代院長　川崎　升 (1921-1936)
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　初の学院卒の院長、神学部卒業後米国留学、ボストン大学で学位を
受け、ウエスレー教会牧師となった。生徒数480名。大正13年再度本
館を焼失した。その翌日学生大会が開かれた。「学院の建物は焼失した
が学院の精神は決して滅びない。われわれはこれ位の小事に喪心すべ
きではない。すべからく復興の意気を鼓舞して進まねばならぬ。互い
に学業を励もうではないか」と申し合わせた。
　学院の発展上、東山手の地は狭くなり、竹之久保練兵場の払い下げ
交渉を開始した。大正14年学校教練実施に
ともない体操時間を１週５時間に変更した。

新校舎建築

　活水学院の建物を設計した米人技師ヂュー
・ヴォーガル氏に設計を依頼、敷地8462坪、
鉄筋4階建、暖房装置、水洗式トイレ、総
工費32万5千円（敷地8万9千円、建築費18万9千円）、昭和3年、起
工式を行った。
　　
川崎院長の人格主義教育

　「・・・・西郷南洲のいわゆる敬天愛人は人格主義の主張そのままで
ある。神を敬う心は人を敬う心を厚くするものである。人を敬う故に
人を愛する。而して忠孝仁義の心はこの間にあるのである。・・・鎮
西学院は只一つ人格主義の主張として敬天愛人の大思想に基づき、敬
虔自治を訓育上特に高調する点が特色なのである」。
池袋春樹教師作曲の校歌を制定した。　

第16代院長　田川精一郎 (1936-1936)　前出

第17代院長　西条寛雄 (1937-1947)

　昭和13年の日華事変のために応召、出征した者は40名に達し戦死

竹の久保校舎、1930
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を遂げた者が3名となった。遺族から母校に300円の寄付があり、校
じんちゅうほうこく

庭の北端の旧砲台跡に「尽忠報国」と書いた記念碑をつくり、来賓を
招いて除幕式を行った。生徒総数700名となる。秋永薫先生指導のも
とYMCA(キリスト者青年会)が18名のメンバーで再開、毎週水曜始業前
に４階の礼拝堂で祈祷会を守った。これは東山手の寄宿舎を中心に結
成されていたもので竹之久保で途絶えていた。また、千葉宗教主任を

せいちょう

中心に職員有志による朝の｢静聴」の時を毎朝7時30分から約30分間、
礼拝堂で自由参加でもった。司会者はなく奨励の言葉もなく各自が定
められた聖書の言葉を黙読し、黙祷をささげて職員室に向かった。
優勝旗4本　柔道、射撃、水泳、野球の４つの部が優勝した。
昭和12年の野球部は九州大会で準決勝戦まですすみ小倉工業に惜敗し
た。

戦時大戦下の学院
ごしんえい

　昭和初期は、戦時色が濃厚となり、すべての私立学校にも「御真影」
ほうあん

と呼ぶ天皇、皇后の写真と教育勅語が奉安され、天皇礼拝が強制され
るようになった。御真影を安置した奉安庫は竹之久保校舎の北端、４

さい

階の西側に安置されていた。職員生徒は登下校の際、直立不動の姿勢
をとって、奉安庫に対し脱帽、最敬礼をしなければならなかった。教
員は県当局の指導によりカーキ色の軍服ににた服を着るようになった。
　昭和13年、｢国家総動員法｣が制定され、鎮西学院特別奉仕団が結成

たちばな

された。時津、道ノ尾の道路作業、千々石の橘神社の奉仕などに動員
された。また出征兵士の農家の手不足を補うために田植え作業に出か
けた。

配属将校

　1925(大正14)年に全国一斉に陸軍省から将校を配属して軍事教練が
はじまった。最初の頃は穏健な将校が配属され、チャペルなどの宗教
教育に協力的であった。戦時色が濃くなると、配属将校の発言は軍の
威力を背景に増大していった。「日本の皇道こそ世界唯一の真理であ
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り、外国の思想や宗教は一切不要である｣という発言や、キリスト教倫
てきせいぼうりゃく

理、聖書に基づく人格教育を行うことは敵性謀略行為だ、反軍思想だ
と批判し、チャペルの説話の言葉じりをとらえては校長室に、宗教主
任に、宣教師に対して露骨ないやがらせをおこなった。また「他学校
とくらべてこの学校には不具者、病弱で教練も出来ないような生徒が
多いのは一体どうしたことか」と詰問した。川崎院長は「たとえ身体
は不具者であっても日本人同胞であって、部下の赤子です。教練は受
けられなくとも教育をして立派な日本人に育てる責任がわたしどもに
与えられていると信じて入学させているのです｣と答えられた。これに
対してさすがの師団長もだまってうなずくほかはなかった。

日米開戦

　1941(昭和16)年真珠湾攻撃によって戦争が開戦した。すでに宣教師
たちは帰米していた。軍は予科練または少年特別幹部候補生を募集す
るため、卒業生を送り、彼らはチャペルで雄弁をふるい勧誘した。1944
(昭和19)年には軍は学校に対して､数10名の生徒を応募するように通
達を出し、生徒が次々と入隊していった。また身体虚弱で、徴兵検査
で丙種になりそうな生徒を40名ほど選んで、40日間訓練し、少なくと
も第２乙種合格の体格になるように、軍からの命令もあり、教員が生
徒と生活を共にし厳しい訓練をおこなった。その結果殆どの生徒が合
格の標準に達した。実に苦しい生活であった。

長崎への爆撃

　昭和19年 8月 10日初爆撃があった。空襲警報が鳴り渡ると教職員
と上級生はただちに学校に集合し部署につかなければならなかった。
校舎の一部が三菱電機長崎工場の軍需工場となり、三菱兵器工場、鍛
造、鋳物、機械の各工場に配置された。

礼拝禁止の勧告と中止　

　西条院長は県学務課の礼拝中止の勧告に対して、キリスト教の礼拝
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むね

は決して県当局が考えられているようなものではない旨を強調し、強
く拒絶したが、軍の強い指示により、もし中止しないならば、閉校を
命ずると迫られた。職員会議は重苦しい沈黙のうちに一同うなずいて、
礼拝をしばらく中止することに決定したのであった。

原爆投下　

　1945年 8月 9日快晴、爆心地より数
100メートルの丘の上に立つ鎮西学院
校舎は4階と講堂を完全に破壊され、

りんかく

１階と２階の一部がわずかに輪郭を残
していた。この日死亡した職員４名、
生徒約10名。自宅また工場で爆死した
職員３名、生徒約90名であった。

ごう ひなん

　この時西条院長は長崎駅を訪問し用談中であった。一時壕に避難し
たあと、26聖人十字架の山をこえて、大学裏に着いたのは６時ごろで、
そこから向かい側にある鎮西学院への道は行くことができなかったの
で遠回りして城山地区にはいった。7時ごろ倒壊した院長宅に到着し、
負傷者の救出にあたった。３日目になってやっと救護隊がきた。その
後、東山手の活水学院の教室で残留生徒の教育を行い、銀屋町教会で
も授業を行った。

鎮西学院の復興　諫早時代

第18代院長　　千葉胤雄 (1947-1950年)
とぎや

　鎮西学院は原爆により校舎を失い、磨屋小学校、銀屋町教会の礼拝
堂を借りて授業を再開したが、長崎に学院を再建することは不可能で、
諫早永昌町の海軍病院の病棟３棟と職員宿舎が、海軍の消失と共に空

るろう

き家になっているものを借り受けることができた。流浪の半年を経た
1946年 3月のことであった。ここに450名の生徒が復校した。
　戦後の日本を公式に訪問した米国メソジスト教会の代表ディフェン

原爆被爆校舎.1945
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ドルファー博士たちは、鎮西の惨状をみた結果、いかんながら廃校に
すべきだと考えていた。このことを知った千葉院長は廃校にしてはな

こんがん

らぬ、どうにかして存続をと願い、熱心に調査団に学院の復興を懇願
した。その愛校心に感激した代表団は、都市にある青山学院や関西学
院、名古屋学院と同じような都会的な教育をつづけるのではなく、独
自性をもつ教育機関とすること、たとえば、戦後の日本国民多数が

きが

陥っている飢餓状況を救い、日本の社会機構を変革するに必要な農業
を主として労作を喜ぶ「生活教育」を行うならば、存続可能だとした。
千葉院長はさっそく試案を示し、それが適当と認められたのである。
　千葉試案は「ラーニング・バイ・ドゥーイング」で、行動によって
学ぶということであった。農業による生活教育という考え方は、後年
にいたるまで鎮西学院に対するミッション側の要望でもあった。この
教育理念はいまウエスレヤン大学にも受け継がれている。

ウイルキンス牧師

　ウィルキンス牧師は、昭和22年 9月 27日、当時一般人の渡日が自
げんすい

由でなかった時、占領軍マッカーサー元帥に日本視察の許可をねがっ
て、日本各地の惨状を巡察した。諫早に仮住まいをしている原爆被災
校鎮西学院がメソジストの学校であることを知り、千葉院長をはじめ

きゅうはく

教職員たちが窮迫した生活のなかで学校の復興に心身を労している苦
労を共に体験した。約1週間の滞在であったが、彼は毎日生徒たちを
校庭に誘い出しバレーやソフトなどスポーツをし、英語の不自由な学
生たちに冗談を交えて会話するなど、昨日の敵国人とは思われぬほど
の真の友人、悩んでいる者の友であることを印象づけた。彼の優れた
人格と深い信仰からでてくる愛情によるものだった。彼は帰米すると、
ぼっかい

牧会する教会に訴え、学院の復興のために支援を呼びかけたのである。
以来20年にわたり、数千ドルの献金をミッションボードを通じて学院
に送り続けた。ウイルキンス博士夫妻は、学院の復興事業が一段落し、
短期大学が新設された時に来校され、90周年記念式に３たび、来校さ
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れた。長崎ウエスレヤン大学開学にあたり、学食、図書館、情報セン
ター、研究室等をもつ新築校舎を「ウィルキンス館」と命名して親し
まれている。

戦後の宣教師

　戦後鎮西学院で教えた宣教師は10名に上る。（◎印は３年契約で学
校で教える宣教師ジェイスリー[J3]を記す）。トムソン、◎ウィリア
ム・エルダー、◎ロバート・スミス、スラックス、ジョイス、◎ケネ
ス・キユナ、◎マック・ハスランダー、◎ハンター、メリー・モント
ゴメリー

ワークキャンプ

　1948年7月28日から８月７日まで鎮西学院でワークキャンプが行わ
れた。日本キリスト教団が企画し米国人14名、中国人1名、日本人18
名、合計33名が参加した。彼らはキリスト教の主義に基づく奉仕の精
神と、国際的な協同意識をもって理論を生活化しようと献身した人た
ちであった。労働の前後にかならず聖書を読み祈りをなし、友人間の
親しみを大切にした。炎暑の中で運動場の基礎が造られた。

ちばたねお

　学院は仮住まいのあと、千葉胤雄新院長のもと新校地を取得して新
しい歩みが始まった。三菱のゴルフ場跡地で戦時中は食糧増産のため
にいも畑となっていた、その半分の7万坪の土地を、諫早市からの15
万円の支援をあわせて、160万円で購入することができた。

さくにゅうき

　農園計画　種子、農機具、加工工場、搾乳機など付属機械、収納小
くわ

屋等121万円が計上された。千葉院長自ら率先して鍬をふるい、畑を
耕した。自らの教育理念を実行する熱意に燃えていた。残念なことに、

うれしの

被爆していた院長は白血病の症状があらわれ、嬉野国立病院にて帰天
した。

第19代院長　犬塚　功 (1950-1951)
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　千葉院長入院時から鮫島盛隆院長を迎えるまで、犬塚功代理院長の
もと復興がつづけられた。聖公会牧師を父として佐賀で生まれた。東
京物理学校を卒業し東山手の東山学院教師となったが、昭和８年同校
が明治学院と合併したため鎮西学院に転じ以来教頭、院長事務取扱と
して貢献した。

さめじまもりたか

第20代院長　鮫島盛隆 (1951-1974年)

　鹿児島師範学校をでて学校教師をした後、関西学院神学部､エモリー
大学大学院を出て神戸平野教会牧師、朝鮮の京城教会牧師、関西学院
宗教主事の後院長就任。千葉院長が想定していたアメリカからの援助
金38万ドルの申請額は、実際には、窓口となつた内外協力会の査定で
13万3千ドルとしてミッション本部に推薦され、しかもアメリカでの
献金が集まり次第に届ける努力をするというものであることが判明し、
後任の鮫島院長は、資金が得られないという現実に直面したのである。
この状況から、鮫島院長は復興計画にもとづき、まず高校校舎から、次
に体育館、図書館、中学校校舎の建築を進めた。並行しておこなわれ
た千葉プランの農園経営は農業､果樹園、畜産、加工、肥料、研究と壮
大な計画であった、この農園を指導できる宣教師派遣を申請し、２年
契約でウイリアム氏が派遣されてきた。ホルスタインの牛６頭、赤豚
が９頭となった。ミッションは千葉プランを学院の教育方針と認め、
援助をしたが、父兄たちは卒業後大学にすすみホワイトカラーとして
子どもが育つことを希望し、とくに有力な父兄が連署を付して抗議を
し、少なくとも署名者の子どもは強制作業から免除してもらいたいと
申し出た。大学進学と都市での就職を指向する生徒と、千葉プランに
みられる酪農経営との両立の理想は、鮫島院長の課題となった。1952

たくはつあんぎゃ

年、鮫島院長は半年に及ぶアメリカの職業教育視察と托鉢行脚をおこ
なった。帰国後、次の構想を発表した。1.奨学育英資金の設置、2.職
員住宅の建築、3.幼稚園の設立､高校教室の増築､4.宣教師住宅、院長
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住宅の増改築である。特に奨学金の制度は多くの生徒を支えた。筆者
もその恩恵にあずかった者の一人である。

諫早大水害　

　1957年7月25日局地的な集中豪雨が起こり､本明川にかけられた石
たいせき

づくりの頑強な眼鏡橋の橋げたに堆積した木材などによって、大水害
がおこり、学院関係者にも多数の被害が出た。キリスト教学校教育同
盟加盟校から160万円の募金が送られた。日本キリスト教団の内外協力
会から、またその他の諸団体から見舞金がおくられた。これによって
被災生徒はほとんど卒業まで授業料免除をうけることができた。

創立80周年　

　記念事業として、大運動会､スタンレー・ジョーンズ師によるキリス
ト教講演会、大講堂献堂式､80周年記念式、同窓生大会、文化祭を行っ
た。なお、鮫島院長は、外部的復興を一段落終わった今日、「これから
の学院の進むべき方向について、キリスト教的教養と品格を供えた人

はいしゅつ き やくしん

物の輩出を期して、教育の本筋に向かって躍進すべきである｣と記して
いる。

中学校の閉鎖と短期大学の設立　

　1964年度の志願者が12名と減少したことから、募集停止、廃校とし
た。それと同時に短期大学設立が図られ､1966年第1回入学生45名を
迎えた。翌年教養科を増設した。

第１代学長：鮫島盛隆

ロング博士の子孫　

　1964年、ロング博士の孫にあたるタィラー夫人が夫ゴルドン氏とと
もに学院を訪問した。祖父母が創立した学院を目のあたりにし、感動
と感謝の思いを全校チャペルで語り､その後ロング博士在日中の日誌・
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書簡をタイプで打ちなおし小冊子にして贈ってくださった。鮫島院長
はこれを整理して「創立者の面影｣として出版し、それはさらに「C.S.
ロング日本宣教記」として鎮西学院から出版されている。
　1968年、ロング博士の甥で米国で病院長をし、インドで医療宣教師
として活動していたタイラー氏がインドから帰米する途中鎮西学院に
たちより、チャペルで講演をした。こうしたことからロング博士の母
校テネシーウエスレヤン大学との姉妹校締結が実現し､交換留学が始
まった。最初の留学生は井川麗子であり、その後毎年数名が留学して
いる。また西山理事長の尽力により､フィリピンのバギオ大学とのあい
だにも姉妹校締結、畑山みつえが留学生として出発した。

第21代院長　第2代短期大学学長　鳥居史郎　(1974年-1980)

せいしんせいい　じんりよく

　就任以来、学校教育の内容と充実と発展のために誠心誠意尽力した。
　鳥居院長のモットーは「異質なものへの理解と寛容」であった。「教
育の理解は異質なものへの理解と寛容であり、宗教教育でなければな
らない」。高校においては挨拶の励行、特別進学クラスの編成を発案し
た。短期大学は校名を「長崎ウエスレヤン大学」と変更した。キリス
ト教の原点に立って人格教育を行い、さらに外国語教育の中に国際的
視野を広め、国際交流で活躍するワーカーを育てるために、米国にあ
るウエスレヤン大学の校名をとって同じ系列に参加することをあらわ
すことが変更の理由であった。1979年校名変更認可、アメリカ9大学
と姉妹校提携。　

第22代院長　第3代短期大学学長 秋永　薫　(1980-1987)

　長崎市東山手３番地に生まれ、鎮西学院中学校を卒業後、青山学院
で学んだ。鎮西学院の英語の教師として赴任、1980年４月学院長に就
任それ以来1987年７月まで学院長を務めた。短期大学長・高校長・幼
稚園長。中国華僑大学との姉妹校提携、タイ国フォン・コマーシャル
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大学との交換留学協定を締結した。

第４代短期大学学長　江藤安純(1988-1994)

　カナダ：イースト・クーティニー・コミュニティカレッジ、カリブー
大学、アメリカ：イロン大学、ウエスタンメリーランド大学､テネシー
州立マーティン校、ブラッドフォード大学､ベーカー大学､ブラジル：
ピラシカバ・メソジスト大学と提携を結ぶ。

第23代院長　齊藤堅固(1987-1992)

　熊本市生。1938年九州学院卒業、1982-1985年九州学院院長、1986
年鎮西学院理事長に就任。父勝喜氏は鎮西学院を卒業後母校の教師と

さぶろう

なった。秋永寿一とは同僚であり、両氏とも遠山参良を慕って鎮西学
院に入学した。「熊本人(遠山参良氏・齊藤勝喜氏・秋永寿一氏)が鎮西
学院をつくり、九州学院の方は鎮西学院がつくったといってもいいだ
ろうね」とよく言っていた。鎮西学院を援助し、鎮西学院と九州学院
とのスポーツ交流を始めた。高等学校の校舎・体育館・ロング寮を建
設し、創立110周年記念事業を行なった。

第24代院長　　杉原宏一　(1992-2003)

　広島大学教育学部で鎮西新制高校第１回卒の大塚康生に師事、1957
年卒業時に鎮西学院高等学校を紹介され、音楽教師として赴任した。
高校長、院長。クリスマス点灯式を諫早の冬の風物詩として定着、コ
シノヒロコデザインの女子の制服の制定、中国・泉州第５中学及びカ
ナダ・アップルビー・カレッジとの姉妹校の提携、中国・韓国・オー
ストラリアへの海外修学旅行の実施、高校校舎・体育館・ロング寮等
の施設の建設など魅力ある学校づくりに専念した。この時期に短期大
学は長崎ウエスレヤン大学としてスタートした。鎮西学院120周年記
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念式典を挙行した。

第5代短期大学学長　森泰一郎(1993-2002)

　鎮西学院高等学校を卒業後明治学院大学大学院を経て、鎮西学院短
期大学教師として赴任、現在にいたる。短期大学学長、ウエスレヤン
大学学長を務めている。アメリカ：スーベネット大学、マーティン・メ
ソジスト大学他、中国：蘇州大学､天津師範大学、韓国：東国専門大学、
イラク：バグダット大学と提携を結ぶ。

長崎ウエスレヤン大学開学　2002 年

第1代大学学長　森泰一郎　(2002-現在)

第25代院長　林田秀彦　(2003-現在)

　終戦後、諌早に引き揚げ、鎮西学院高等学校へ転学。宮崎明治牧師
より聖書の指導を受け、諫早教会に導かれ、井上健次郎牧師より受洗、
1950年、献身し東京神学大学で学び諫早教会牧師となる。また鎮西学
院高等学校の聖書科講師を務めた。その後、本郷中央教会、浅草教会
牧師を経て聖学院中学高校に務め、校長を歴任した。2003年より鎮西
学院院長。

建学の理念

　これまで鎮西学院、長崎ウエスレヤンの歴史の中に流れている建学
の理念をたどってきた。J.ウエスレーは「義認」と「聖化」を中心と
する「キリスト者の完全」という教理に表し、C.S.ロングは学生たち
に「クリスチャン・ジェントルマンであれ　(Boys be Chris t ian
Gentlemen)」と願った。高等学校は「敬天愛人｣をモットーとし、これ

大学・ウィルキンス館
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を大学では「アデルフォス｣とあらわしてきた。
　創設時の宣教師たちが目ざしたものは、神学を基礎とした教養教育
(リベラルアーツ)であった。 C.S.ロングはメソジスト派の流れの中に
あって、ウエスレーを指導者とするオックスフォード大学の学生たち
が強調した「聖霊による聖化」を信じ、彼の接する日本人の青年たち
が、「品性の高潔な、かつ信仰あるジェントルマン」となることを願い、
このことにその情熱を傾けたのである。

「敬天愛人」　
のぼる

　川崎升院長は「敬神愛人｣としていた校訓を西郷隆盛の座右の銘「敬
天愛人｣に置き換え、より親しみ深いものとした。神を愛し、人を愛す
る、この二つを一つとして聖書の中心思想として教えた。

「アデルフォス｣（adelphos）
おそ

　大学は建学の理念を「神と隣人に奉仕すること」とし、「神を畏れる
アデルフォス（兄弟愛に生きる世界人）」の育成を教育の基本理念とし
た。アデルフォスは「兄弟」を意味するギリシャ語であり、新約聖書
に319回でてくる。それは、まず①家族の中の肉親の「兄弟」をさし、
主に福音書に39例が見られる。②残りの290例は、肉親を超えたイエ
スの弟子、あるいはキリスト教徒をさし、キリスト教を形成する最小
の単位として兄弟(姉妹)をさすようになる。それに③隣人、同胞を意
味するものが「わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたの
は、わたしにしてくれたことなのである｣(マタイ25:40)など数例が見
られる。

きずな

　兄弟はローマ帝国迫害期に信仰に結びついた強い絆をなした。また
修道院における修道僧(ブラザー・シスター)であり、修道院で発達し
た教育機関は各地に「兄弟団」のネットワークをつくっていった。ウ
エスレーが出あったモラヴィア派はこの兄弟団であり、ウエスレーは
これを「組会」（Band）として組織化した。この兄弟は兄弟愛「フィラ
デルフィア」を実践し、世界に羽ばたくアデルフォスが活躍したので
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ある。しかしながら、男女共学の本校において男性概念である兄弟「ア
デルフォス」が女子学生を包含できるか否か、吟味しなければならな
い。その女性形は「アデルフェー」（adelph＝姉妹）であり、新約聖書
に23回でてくる。「だれでも、わたしの天の父のが御心を行う人が、わ
たしの兄弟、姉妹、また母である。」(マタイ12:50)。近年フェミニスト
神学が指摘するように聖書が男性社会の男性が書いたものであるとい
う時代的環境によるところが大きく、父権的男性中心社会の影響をま
ぬかれていない。現在も本質的には変わらないと批判されるところで
ある。肉親の姉妹に対して、神の家族を構成する「姉妹｣は「兄弟」と
等しく強調されなければならない。125年前男子と女子は席を同じくし
なかった。女子高の活水学院と男子校の鎮西学院は隣接して並んでい
たのである。125年たった現在、高等学校も大学も共学であり男女の
半々で女子の活躍はめざましい。こうした時代が目ざしている方向を
考慮すると、性別を問わない複数形の「アデルフォイ」（姉妹たちを含
む兄弟たち、複数形）がよいのかもしれない。また、男性概念が女性
を含んで使われる場合があることをくみとって、アデルフォスを「兄
弟姉妹」と表現してもよいのではないか。
　上述してきたようにアデルフォスのなかにつぎの三つの概念が含ま
れている。

　1,敬虔のアデルフォス
　2,隣人愛のアデルフォス
　3,平和を作り出すアデルフォス（同胞愛）

長崎ウエスレヤン大学

　アデルフォスを育成する建学の理念に基づき、長崎ウエスレヤン大
学は、鎮西学院創立120周年を記念して開学した。「地域社会の形成に
寄与する研究と教育」を掲げ、現代社会学部福祉コミュニティ学科の
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1学部1学科をスタートした。そして、2005年に、社会福祉学科、国
際交流学科、地域づくり学科の３学科へと再編された。なお、地域づ

ほうせつ

くり学科を包摂する「経済政策学科」が2010年からスタートする。
　諫早市は第4次市勢振興計画において「学園都市づくり」構想を打
ち出し、2000年 7月の定例市議会にて本学の大学設置助成（補助金5
億円）を決議した。これにより、ウエスレヤン大学は一層、地域社会
との連携を深め、役割を十分に果すとともに、県央地域のコミュニ

かなめ

ティ形成のため、社会福祉のネットワークの要になって、地域の要請
に応えなければならない。また、本学は、五島列島、壱岐、対馬との
結びつきが強く、教員がそれぞれの学問分野からこの地域の研究に携
わるとともに、「島おこし」プロジェクトに積極的に参画してきた。ま
た、創立時からの国際交流により、豊かな人材を養成できる大学とし
て熱い期待が寄せられている。
教育目標

　建学の理念に基づき、平和をつくり出す人材「アデルフォス」教育
を次の３学科において目ざす。
（1）社会福祉分野に貢献する人材を育成する。
（2）地域づくりに貢献する人材を育成する。
（3）国際交流を推進する人材を育成する。
　上の教育目標を達成するために、以下のセンター計画と教科教育プ
ログラムをおく。

三つのセンター
1.ピースセンター（キリスト教教育プログラム）
2.地域連携推進センター
3.語学情報センター
4.アドミッションセンター（学生募集・企画広報）
5.キャリア支援センター（就職等進路指導）

　ピースセンターは、鎮西学院が創立時から守ってきたチャペル(ピー
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ス･アワー)を中心として、学生YMCAの活動やキリスト教社会福祉施設
一泊研修、ホームレスおにぎり炊き出し支援に参加している。
教科プログラム

　入学した学生は全員キリスト教科目「建学の理念と歴史」と「現代
社会とキリスト教」を履修する。また「基礎演習｣　「コミュニティサー
ビス・チャペル｣を履修し、教科学習の動機づけをたかめる。
　体験学習を重視した導入科目と基幹科目に続き、専門科目は、地域
福祉・地域づくり・国際交流の専門科目をとる。

キリスト教教育プログラム

入学式と卒業式、ピースアワー、平和記念式典(8月9日)、クリスマス
ツリー点灯式、クリスマス、元旦礼拝を行う。
　大学のすべての営みが入学の入り口から卒業就職の出口、そして卒
業生の活躍まで、建学の理念という一本の理念に貫かれていくことが、
ウエスレヤンの大学の理想であるといえる。　　


